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令和７年度第２回天童市総合教育会議議事録 

 

総務部総務課 

 

１ 日時 令和８年３月２４日（火）午前１０時４５分から午後０時まで 

 

２ 場所 本庁舎「３階会議室」 

 

３ 出席者 

(1) 出席構成員 

天童市長 新 関   茂   教育長  松 田 義 彦 

教育委員 村 山 晴 香   教育委員 松 村 昌 子 

教育委員 大 内 あゆ子   教育委員 工 藤 昭 広 

(2) 説明のため出席した者の職氏名 

教育次長 松 本 孝 志   学校給食センター所長 森 谷 英 明 

学校教育課長 伊 藤 顕 吾  生涯学習課長 押 野 一 貴 

教育総務課課長補佐兼庶務係長 村 山 広 子 

(3) 事務局職員の職氏名 

総務部長 結 城 洋 史   総務課長 山 口  淳 

総務課課長補佐兼行政係長 丸 子 正 彦 

総務課行政主査 佐 藤 佳 行 

 

４ 議事録署名員  教育長 松 田 義 彦 

 

５ 次第 

(1) 開会 

(2) あいさつ 

(3) 協議・調整事項 

 ア 教育大綱に基づく令和８年度の教育方針について 

イ 教育委員会として今後重点的に講ずべき施策について 

(4) 閉会 
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６ 会議の内容 

発言者 発言内容 

丸子課長補佐

（司会） 

 

 

 

 

 

新関市長 

 

 

 

 

松田教育長 

 

 

 

新関市長 

 

 

松田教育長 

 

 

新関市長 

 

 

村山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 (1) 新関市長 

 (2) 松田教育長 

 

３ 協議・調整事項 

暫時、議長を務めさせていただきます。 

まず、天童市総合教育会議運営要綱第４条第２項の規定に

より、議事録署名員を指名させていただきます。 

松田教育長にお願いしたいと思います。 

 

はい。 

 

(1) 教育大綱に基づく令和８年度の教育方針について 

 

最初に、「教育大綱に基づく令和８年度の教育方針につい

て」説明を求めます。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 

 ただ今説明がありましたが、皆様から御意見、御質問があ 

りましたらお願いします。 

 

 児童福祉審議会に参加した時に、幼稚園や保育園では少子

化に危機感を持って運営をされているとお聞きしたが、高校

についても先ほど教育委員会で話題になった。少子化で高校

の定員割れが多く、それに加えて今年度から自己推薦が始ま

った。自己推薦だと早い段階で決まるが、それ以外の子ども

たちは高校に入るまでいかに勉強を継続させるかが難しい問

題だと親としても思った。また、試験を受ける子どもたちの

モチベーションが下がらないようにするため、どのように指

導すればうまくいくのかなと思った。 
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松田教育長 

 

 

大内委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自己肯定感という話があったが、ＳＮＳが子どもたちの中

で浸透していて、世の中をある意味広く見え過ぎる点がある

のかなと思った。ＳＮＳを見るとたぶん加工されていると思

うのですが、見せ方が上手な人がすごく溢れていて、それが

分からずに一部の側面だけを見てしまい、自分の良さが分か

らなくなってしまう傾向があるのではないかと思う。 

 自分は何が好きでどんな人なのか、そのようなことをじっ

くり考える時間が大事で必要ではないかと思う。自分を知る

ことで今何を勉強すれば良いのかに気付くことがあると思

う。 

子どもたちが山形にいてくれるためには、人とのつながり

が大事だと思う。小学校と中学校のつながりはあると思う

が、中学校と高校のつながりはあまりないように保護者とし

ては思った。また、山形が大好きで来てくれている大学生た

ちとのつながりがあれば、山形にいてくれるきっかけになる

のではないかと思った。 

 

 高校も定員割れしている状況にあるが、今後高校と市内中

学校とコラボし、交流したいと考えている。 

 

学力の低下や自己肯定感が低い話があったが、一人一人の

ニーズに対応する教育を充実することで、その子どもが自信

を持ち、学力が向上してくこともあるのかなと。自信がつく

と、他の事に対しても積極的になるので、全ての子どもに対

しては難しいと思うが、その子どもの良いところを伸ばして

もらえれば。先生方は大変かもしれませんが、一人一人のニ

ーズに対応していただければと思う。 

子どもが安心できる居場所づくりとありますが、職員の異

動の資料を見ると、新規採用職員が多い印象で、新規採用職

員も安心できる居場所が必要ではないかと。子どもたちだけ

ではなくて、新しい先生たちにもそういう環境があること

で、途中で辞めずに続けてくれたらいいなと思う。 

市立図書館がどんなにすごいものができるのかわくわくし

ているが、その中でイベントやアトラクションを充実させて

いただき、あそこに行くと楽しいと感じていただけるような

図書館になったらいいのかなと思う。 
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松村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが小学校に入学した時に、さあ勉強しようという言

葉はあったと思うが、学ぶことがなぜ人間に必要なのか、人

間は学んで成人し、社会に出たら学んだことが活かされるの

かなという疑問を持っていた。一つ一つの教科書を渡される

時に、国語の教科書であれば最初のページになぜ国語を学ぶ

のかなと、国語とはどういうことなのかなと、そういうこと

がしっかり書かれている前書きを読んだ覚えがあった。子ど

もたちも子どもたちなりに何でこんなに勉強、勉強と親から

言われ、社会から求められているのかなと思っている。まだ

社会に出ていないので家庭と学校を往復しているだけです

が、ここで学ぶことによって友人がたくさんでき、そして社

会に出た時にこのように活かしていけるんだよということを

語ることが必要なのかと感じている。 

ＡＩも進化していろいろな社会の激変、世界レベルでの戦

争や温暖化や目まぐるしい変化の中で子どもたちがどのよう

に感じて生きているのかなと。私は孫を見てしかわからない

が、意外と自分たちが子どもだった時と同じように素直に学

校に行き勉強して、勉強いやだなと思いながら宿題をやっ

て、そういう形は変わっていないんだなと思う。今、社会と

教育の間で何が足りないのかなと考えている。子どもたちが

地域の企業等の社会とつながるところが今まではなくて済ん

だんだと思う。ＡＩがどんどん進化してきてダブレットも導

入されるとそういうわけにはいかない。教育も先を進んでい

かないと社会とのバランスがとれない。子どもたちは私たち

より早くそれを察知して、いろんなＡＩとかを使っていく時

代になっており、その中で私たち大人が子どもたちに求める

もの、義務教育で子どもたちに何をしっかり示していくのか

が重要になってくる。 

部活動の地域展開が非常に楽しみ。地域展開という新しい

やり方で地域とつながり、学んでいくことがこれからの教育

の基本だと思う。 

天童市にはすばらしい人がたくさんいて、すばらしい社

会、企業があって、そこに子どもたちが芸術や文化、スポー

ツを通してつながっていける舞台を私たちは積極的に推進し

ていければおもしろいと思う。私はこれを一つ一つ丁寧にや

っていけば必ず子どもたちにとってより良い形になり、学校

に行きたいと思える、楽しい学校になるのではないかと期待
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工藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新関市長 

 

 

 

新関市長 

 

 

 

 

 

伊藤学校教育課

長 

 

新関市長 

 

 

工藤委員 

 

 

している。 

  

自己肯定感を上げるためのアドバイスをしてくれる方の一

人が教員ではないかと。どれだけ教員が一人一人の良さを見

つけ、ちょっとした声掛けをして伸ばしてあげられるか。教

員の授業力をもっと上げないと、学校の授業が楽しくて学校

に行きたいと思わなくなってしまうのではないかと。我々も

年に何回か学校を訪問しているが、タブレットを使い、大き

なモニターで操作できる人が指導力のある人ではない、子ど

も一人一人をどれだけ見てあげられるか、そして言葉を掛け

てあげられるか、そしてその子どもの良さを見つけてあげら

れるそういう教師をこれからもっともっと育てていかなけれ

ばならない。学校現場にはいろいろな研修はありますが、自

主的に自分たちでグループを組み研修してみたいと考えてい

る方々に、教育委員会としての支援として、予算的な支援の

他に、指導主事のアドバイスによる支援が、今後もっと必要

になってくるのではないのかなと。 

 

他にございますか。 

 

（特になし） 

 

(2)  教育委員会として今後重点的に講ずべき施策について 

 

次に、「教育委員会として今後重点的に講ずべき施策につ 

いて」の「複式学級開設に伴う学校運営と教育委員会の支援

について」説明を求めます。 

 

（資料に基づき説明） 

 

 

ただ今説明がありましたが、皆様から御意見、御質問があ

りましたらお願いします。 

 

複式学級の可能性があった時に、人数が少ないから統廃合

する考え方にはならなかったのか。学校は地域に残していき

たいというのが市や教育委員会としての方針だと説明があっ
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松本教育次長 

 

 

 

 

 

伊藤学校教育課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤学校教育課

長 

 

 

たところですが、現実的に地域の方と直接会って話をした時

に、統廃合を求めるような意見はなかったのかお聞きした

い。 

 

 地域の方からは、小規模で子どもたちが勉強するのは不安

なので、大きい学校、人数のいる学校で学ばせた方が良いの

ではないかという意見もあった。小規模校では心配だという

声もあるが、学校を残したいという意見の方が多いのではな

いかと思っている。 

 

保護者と地域の方の意見でだいぶ違うのかなと私の感覚で

思っている。先日、他市で統廃合を進められてきた方の話を

聞く機会があり、地域でそのような説明会を開催する時に、

地域の方が率先して学校を残してほしいと言うので、なかな

か保護者の方は話ができないと。学校は学校の中で保護者の

声を聞いていただきく。そこらへんも丁寧に進めていかない

と乖離していくことがあるので気を付けた方がいいと聞いた

ことがありまして。実際、地域等を回る中で表立ってそうい

う意見を言うことが、周りからの目もあり、なかなか言いづ

らいところもあるんじゃないかと思う。複式学級を進めなが

ら保護者の真の声を拾い上げていくことが大事なのかなと思

っている。 

 

教育委員会の人的支援ということで、誰が担任になるかは

わかないですが、経験のある教員を人事の面で配慮いただき

たい。 

保護者からすると非常に心配になる。二つの学年で片方に

先生がいない時に大丈夫なのかなと。それに配慮するため、

来年度から荒谷小学校に人的支援をすることで進んでいると

いうことだが、今後、寺津小学校や津山小学校もそういう状

況になるということで、どういう形の支援が良いのか考えて

いかないといけない。 

 

私も複式学級の担任をしたことがあるので、その中で育つ

子どもたちの姿が確実にあって、上の学年を見て育つので見

通しが立ちますし、上の学年は去年習ったことを教えてあげ

ることで学び直す機会となり学習の定着が図られる良さがあ
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村山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新関市長 

 

 

 

 

ったなと思っている。 

教員の資質や能力には差があり、必ずしも力のある教員が

そこの担任になるとは限らない状況の中で、その先生一人に

ではないですが、お任せしてしまうということで大きな負担

になってしまう部分は考えていかなければならないのかなと

思っている。 

複式学級に対する指導の効果的な方法についても探りなが

ら進めていきたいと思っている。 

 

複式学級の良さを前向きに保護者の方に伝えていただける

と考え方も変わるのではないかと思う。地域の方としては、

学校が無くなるというよりは地域の思い出、宝物が無くなる

というところがあると思う。残していきたいこともわかるの

ですが、やはり子どもを育てている人たちからすれば、先ほ

ど話があったとおり難しいと思う。良い面での保護者の方々

の視野を広げるためにも、もしかしたら子どもたちが色々な

環境で生きていく中で地域だけでなく、ちょっと違ったとこ

ろから来た人たちと触れ合うことも大事なのかなと思う。 

 

この課題について、私はどんどん推し進めていく感覚でな

いと前にいかないと思う。そういう時こそ皆まっすぐ前を見

て複式学級をがんばっていこうと。例えば担任の先生と指導

の補助の先生も良い関係になりながら引っ張っていく姿勢を

子どもたちに見せれば、年代が違う子どもたちも何かを学ん

で私たちも仲良く、という環境ができるのではないか。 

学校は村のシンボルなので、それを残したいという気持ち

は当然自然の流れかと思う。統廃合で学校が無くなっても、

思い出のある建物を何かに利活用するような考え方もあるか

と思う。 

 

他にございますか。 

 

（特になし） 

 

４ 閉会 

 

 


